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2012年度第1回常任理事会:議事録

日 時 2012年4月8日(日)午後 111寺00分~午後

5時00分

場 所.駒津大学第l研究館411皆文学部会議室

出席者:藤田主一理事長，谷口泰寓副理事長

浮谷秀一，川本利恵子，斉藤 勇，大妨

郁夫，内藤哲雄，深津伸さ;!i，藤森立男，

向井希宏，蓮花一己，部保久(第79

回大会委員長) (以上，常任理事)

欠席者.なし

事 務局.3寄藤雅英(事務局長)，鈴木悠介(幹事)， 

本間悠也 (幹事)

l 報告事項

L 理事長より(藤田理事長)

(1;政府:J;II俗)

-新体制の発足にあたり，学会発展のため貢献し

てくださることへのお願いど挨拶が述べられ

た。また，各委員会報告，審議事項に先立ち，

理事長より各委員会委員長等への就任要請が

あった。新体制のもどでの各委員会委員長等は

以下のどおりである。

機関誌編集委員会 深津fi11 ~~

企画委員会 jf索森立男

広報委員会 浮谷秀一

「応用心理士」認定審査委員会 内藤哲鮒

国際交流委員会 蓮花一己

若手研究者支援委員会 向井希宏

学会賞選考委員会 川|本利恵子

学会活性化委員会 大J}j郁夫

倫理委員会 谷口泰富

日本心理学諸学会連合理事 T寄膝勇

心理学検定運営委員 大坊有1)夫

2. 各委員会報告

(1) 機関誌編集委員会(深津委員長)

-機関誌3号化についての説明がなされた。

-機関誌の「その他」区分の名称をどうするかに

ついて今後検討を重ねる。

-次年度から電子査読化への切り替えを視野に整

備を進める予定である。

. Wl37巻第2号については4月中旬に発送予定で

ある。

事務局だより

(2) 企画委員会(藤森委員長)

- 大会 ~I:I の研修会，本年度の公開シンポジウムに

ついて準備を進める予定である。

(3) 広報委員会(浮谷委員長)

・『応用心理学のクロスロ ー ド』の年 l号化につ

いて説明があった。

• HPのリニューアjレについて，駒j翠大学の軽部

幸浩先生へ感謝が述べられた。

・メーlレニュースを配信されない会員へ紙媒休そ

郵送するかについて検討している。

. I応用心理士」資梢取得者どの連携を進めるう

えで，認定審査委員会ど連携していく。

(4) I応用心理士」認定審査委員会(内藤委員

長)

・「応用心理士会Jを設立するかについて今後検

討していく 。

・「申請の手引 dJに修正を加えるための準備を

始める。発行は 10月から 11月ころを予定して

し、る。

-認定審査委員会 (受付)ど応用心理士事務局

(事務)どは一緒に行われることが望ましいの

で， 今後検討していく 。

(s) 国際交流委員会(蓮花委員長)

-現在，英文特集号の発行作業を進めている。

(6) 若手研究者支援委員会(向井委員長)

-大会参加賀の援助を含め，若手研究者がさらに

活躍できる支援を検討していく。

(7) 学会賞選考委員会 ()11本委員長)

. I優秀大会発表質」の実践部門をどうするかに

ついて今後検討を重ねていく 。

(8) 選挙管理委員会(浮谷委員長)

.役員選挙が滞りなく行われた。

(9) 学会活性化委員会(大坊委員長)

・「理事長諮問機関」 から独立して学会活性化委

員会が発足した。

-具体的なアイディアを企画委員会と連携して進

め， 4~S ;f:1 の委員で、活動する予定である 。

3. 2012年度第79回大会について(演大会委員長)

・現在，準備を進めている段階である。

-若手支援どして，本大会の参加賀を 2，000円に

した0

・申し込みが5月末までとなっているので，周知
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をお願いしたい。

4日本心理学諸学会連合(心理学検定を含む)に

ついて(谷口担当理事，大坊担当委員)

・「心理師(仮称)Jの国家資格制度を創設するた

めの「院内集会」に I篠田副理事長ど谷口常任

理事(当時)が参加をした。この集会には関係

閣僚ほか約 150名の衆参国会議員ど三団体(臨

床心理職国家資格推進連絡協議会，医療心理師

国家資格制度推進協議会，日本心理学諸学会連

合)から約450名が参加した。

-本年度の心理学検定は8月26日に行われる。

-本年度から「特l級」が新設された。特I級は，

10領域すべてに合格 した場合に与えられる。 l

級および2級の取得者は，未合格の領域を合格

することにより与えられる。

-心理学検定問題集にミスがあるため，受検者か

ら苦情が寄せられている。今後，差し替えが行

われる見通しである。

5. その他

・特になし。

II. 審議事項

l 名誉会員推裁について

・下記の2名が名誉会員として推戴され全員一致

で承認された。

荻野七重，玉井寛

2. 新入会審査および会員異動について

-下記の6名が新入会員として承認された。

中林亜衣，山口司，吉永真大，松尾陸，鈴

木和也小山秀之

3 第81回大会 (2014年)について

-中京大学での開催について，向井先生から内諾

をいただいた。

4 会則について

・「第8条第3項JI第 12条第3項」について審議

され，常任理事会としてはこの条項を修正ない

し削除する方向で一致した。大会時の総会の承

認をもって正式決定される見通しである。

※次回常任理事会は6月24日(日)14時から駒津

大学で開催する予定である。

2012年度第2回常任理事会:議事録

日 時 2012年6月24日(日)午後2時00分~午後

6時00分

場 所:駒湾大学第l研究館4階文学部会議室

出席者:藤田主一理事長，谷口泰富副理事長

浮谷秀一，川本利恵子，膏藤 勇，内藤

哲雄，深津伸幸， JI長森立男，向井希宏，

蓮花一己，演保久(第79回大会委員

長)(以上，常任理事)

欠席者:大坊郁夫(委任状)

事務局:驚藤雅英(事務局長)，宇部弘子(幹事)， 

鈴木悠介(幹事)，本間悠也(幹事)

(敬称111各)

1. 報告事項

I 理事長より(藤田理事長)

.2012年度第79回大会の準備をされている演大

会委員長に感謝の言葉が述べられた。

2. 各委員会報告

(1) 機関誌編集委員会(深津委員長)

・第38巻第l号については7月末刊行予定である 0

・第I号は「特集号」として， ①京都大学で行わ

れた第77回大会， ②公開シンポジウム「“まさ

か!>>の応用心理学」を編集している。

-査読部門の責任者が以下のどおり決定した。

編集委員長 O深津伸幸

第l部門(原理 ・認知・感情): 

0星薫 ・桐生正幸

第2部門(教育 ・発達 ・人格): 

0伊坂裕子・細江達郎

第3部門 (1臨床・福祉・相談): 

0沢宮容子 ・北川公路

第4部門(健康・スポーツ・看護・医療): 

0川本利恵子・森田敏子

第5部 門 (犯罪・社会 ・文化): 

0小11烏正敏・ 大坊郁夫

第6部門(産業 ・交通・災害): 

0白井伸之介 ・角山 剛

顧問(機関誌編集委員経験者): 

藤田主一 ・谷口泰富

※Oは正責任者を示す。

(2) 企画委員会(藤森委員長)

-現在，公開シンポジウムの開催に向けて内容，
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開催場所を含めて検討中である。

(3) 広報委員会(浮谷委員長)

・メー/レニュースにて日本応用心理学会の活動を

幅広く広報してい く予定である。

-新理事長 ど名誉会員による座談会が行われた。

(4) I応用心理士」認定審査委員会(内藤委員

長)

・応用心理士の資格に専門性を書き加えるかにつ

いて検討する予定である。

(5) 国際交流委員会(蓮花委員長)

-英文特集号のネイティブチェックを行っている

段階である。

.2014年度国際応用心理学会に向け，日本応用

心理学会ど しての参加のあり方を検討していく

予定である。

(6) 若手研究者支援委員会(向井委員長)

-委員のメンバーが決定され次第， 学会と しての

支援のあり方を検討する予定である。

(7) 学会賞選考委員会(J11本委員長)

・学会賞の実践活動部門の内容等について検討す

る予定である。

3. 2012年度第79回大会について(演大会委員長)

・現在，準備を進めている段階である。

4. 20日年度第80回大会について(藤田理事長)

-他学会の日程を考慮し 2013年9月14-15日に日

本体育大学世田谷キ ャンパスにて行う予定であ

る。

5. EI本心理学諸学会連合(心理学検定を含む)に

ついて(斉藤担当理事)

-日心速での会議の内容，ならびに心理師の国資

格についての説明がなされた。

-心理学検定については順調に準備が進められて

し、る。

6 名誉会員推裁の結果について(粛l議事務局長)

荻野七重，玉井寛の両氏から，名誉会員を

受諾する旨の連絡があった。

7. 投稿論文審査について (藤田理事長)

-投稿論文の再審査について，現時点までの経過

とその後の説明があった。

11. 審議事項

1. 委員会に関する件

-各委員会委員(案)が提案され，審議の結果承認

された。

2. 2011年度決算に関する件

-現時点での決算(案)が報告された。8月の常任

理事会に最終報告するので，その結果を審議し

ていただく予定である。

3. 2012年度予算に関する件

• 2011年度決算を受けて決定されることになる。

4 機関誌編集委員会に関する件

-次年度から電子査読システムへ移行 していくよ

うに検討中である。内容を精査して総会で説明

できるように進める予定である。

5 新入会審査規程に関する件

・日本応用心理学会入会申込書が改変された。

6 新入会審査および会員異動に関する件

-新入会者は以下のどおりである。

阿部康成，松尾陸， 小山秀之， 111田 忍，

宮越美幸，小11脅有希，長島輝子，今回純縦，

森下菓子，尾形和男，福田佳織， 加藤美奈子，

千葉桂子，久保山初彦，宮地清和，深見将志，

佐藤洋子，金谷掌子，日高美咲，中川 拓，

永対哲明，三戸部純子，泉 賢司，森本渉香，

高倉巧，山口京子，藤里朋泰，宮川椅基，

吉岡慎太郎，辻 秀至，岡本吉生，幸凹晴海，

i龍内弘江，阿児馨，栗延孟，森崎順子，

関河千佳，新津律子，矢辺法子，三木博文，

金文権，奥居みどり，西舘裕子，

中島安紀子，樋口花美， i賓口あゆ美，

井上恵理，福場久美子，坂西友秀，藤本太陽，

栄山直人 i祭111いずみ，今井章(以上53名)

.退会者は以下のどおりである。

小林成光(ご逝去)，西川隆蔵，毛利ひ ろみ，

林敬子，梅岡直子，久保田由紀， 11鳴原佳織，

緒方康介，嶋田佳織，丸山千歌，小津伊久美，

木村裕(以上 12名)

※次回の常任理事会は8月 12日(日)14時から日

本体育大学で開催する予定である。

2012年度第3回常任理事会:議事録

日 H寺 2112年8月12日(日) 1 4 時 00分~ 18 時 05

分

場 所:日本体育大学中会議室

出席者:藤田主一理事長，谷口秦富副理事長

浮谷秀一，川本理恵子，深津伸幸，藤森
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立男，向井希宏，簡保久(第 79回大

会委員長)

欠席者:斉藤莞(委任状)，大坊郁夫(委任状)，

内藤哲雄(委任状)，蓮花一己(委任状)

事務局・驚藤雅英(事務局長)，宇部弘子(幹事)，

本間悠也 (ii玲事) (敬称略)

I 報告事項

l 理事長より(藤田理事長)

-出席された常任理事の先生方へ感謝の言葉が述

べられた。

2. 各委員会報告

1) 機関誌編集委員会(深津委員長)

-編集委員会を6月24日に開催した。第38巻第l

号はすでに本印刷に取り掛かかっているので，

8月末から 9月初旬に配布を完了 したい。第38

巻第2号は 11月に配布を予定している。

-査読メンバーの交代により， 3カ月間システム

が停止した。現在までに 7本の投稿があり， 7 

月初旬に査読を開始した。これについて，投稿

者からの了解を得ている。

-今後，論文の投稿先を東京首士大学から国際文

献社へ変更するため， w応用心理学研究』第38

巻第l号お よびHPへ投稿先の変更通知を掲載

する予定である 0

・編集委員へPDFで審査手続主についての詳細

を通知した。また日本心理学会と同等のレベル

で査読するように依頼した。

-英文特集号の発行時期は現時点では未定だが，

第38巻の「特集号」と して別冊扱いとする。

2) 企画委員会(藤森委員長)

-公開シンポジウムの内容を検討した。テーマは

「試合に勝つメンタ jレコントロ-)レJ(案)どい

うことで進めているが，人選は検討中である。

日程は 12月8日(土)または9日(EI)，会場は

日本体育大学，場所は記念講堂を希望してい

る。

3) 広報委員会(浮谷委員長)

. 7月22日に 『応用心理学のクロスロード』の編

集のため福村出版を交えて打ち合わせを行っ

た。今回は「座談会」を含めるためページ数が

多めになる。発行は9月の第79回大会の概要そ

含めるので， 12月を予定している。「メーlレ

ニュースJの配信内容を今後の検討事項とした

し、。

4) ["応用心理士」認定審査委員会(浮谷副委員長)

・2012年度の申請者は3名であったが， 3~1全員

が合格した。認定料が振り込まれ次第，認定証

を交付する予定である。

-応用心理士の冊子を変更(内藤先生が担当され

ている)し，会員に配布するかどうか検討中で

ある。

5) 国際交疏委員会(理事長)

-英文特集号の進捗状況を確認中である。

6) 若手研究者支援委員会(向井委員長)

-大会参加l貨の補助が今までの委員会業務であっ

たが， 今大会から事務レベノレで、行うことになっ

たため，新規企画を検討中である。

7) 学会賞選考委員会 ()11本委員長)

・学会賞 (論文部門)2件が決定し， 受賞者に連

絡済みである。学会賞(実践活動部門)につい

ては選考のあり方そのものを考え直すため，選

考規程を変更する。

-第79回大会の当日，優秀大会発表賞を選考す

る。

8) 学会活性化委員会(理事長)

-委員会報告と して，次回より組み入れていく 。

3. 日本心理学諸学会連合について(理事長)

-次回理事会は 12月23日(日)の予定である。

・「心理学検定」が8月26日(日)に実施される

(受検者2，989名)。次年度の受検者の目標は

3，000名である。

4. 2012年度第79回大会について(演大会委員長)

-プログラムは数日以内に論文集とともに配布予

定である。変更点は，仮設の携帯番号を入れた

こと，時fj事会の開始時間が 14時から 15f時に変

更なったことである。

-過去の大会に比べて大会参加者数は変わりない

が，発表数が減少している。懇親会の予約は増

加しているが，当日対応は25名が限度である。

研修会参加者は 19名の増加である。学会から

名誉会員の大会参加賀，懇親会費の補助はな

し、。

-大会会計が黒字を計上した場合，学生協力者へ

の謝金，参加者への還元，大学への返金，学会

への返金の順を予定している。

・常任理事会の出席および事務担当の人数も参加
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者に含める。理事会および理事懇親会 ()i2，500)

の参加についても確認が必要。

-総会時の軽食の量について。総会時の昼食は多

めの用意が必要。

・研修会議師謝金は3万円とする。来年度から 2

万円に変更する。

-懇親会時に第80回大会のPRを行うため，会場

の機器について確認された。

5 その他(理事長)

.特になし。

II. 審議事項

1 学会賞選考について

-本学会「学会賞規程Jr学会賞選考規程細則」

の変更(案)が示され審議された。

・学会賞を「論文賞」 ど「奨励賞」の2種類ど し，

「論文賞」は 『応用心理学研究』に掲載された

「原著論文」を対象とし，それ以外の論文等を

「奨励賞」とする。両賞ども 2件以内どする。

2. 2011年度決算について

機関誌関係で決算額が完了していない部分が

ある。支払が終了し決算がli在定後に監査を受け

る予定。

3. 2012年度予算について

・「英文特集号」 の作成のため，取崩金で収入に

100万円そ計上する。

・「学会活性化委員会」の活動費として 5万円を

計上する。

. r応用心理士認定委員会」活動費どして 15万円

を計上する。

・「応用心理士」の附子印刷関係予算60万円につ

いては計上しない。申請内容などを PDF化し

てホームページに掲載する。

-機関誌電子投稿システムの経費について，今年

度は20万円で実行で3るかどうかを確認する。

シンポジウム ・講演費謝金を 20万円，企画委

員会活動貨を 20万どする。

4. 新入会員審査および会員移動に関する件

-今年度5名の新入会者の申し込みがあり，すべ

てが承認された。新入会者は以下のどおりであ

る(lij!z;f!f>111各)。

稲葉緑，阿南あゆみ，杉嶋洋子，大原貴弘，

中島美奈子

・退会者は以下のどおりである(敬称 111各)。

菊池哲彦(ご逝去)

5. 投稿論文の件

・大会時の会員総会のとき，審議事項の前に「投

稿論文に関する特別委員会報告」どして理事長

から報告する。

-理事会においても報告 ・説明する。

※次回の常任理事会は，第79回大会の9月21日

(金)午前 11時45分から開催する予定である。
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l収

項 回

会政

過年度分本(58名)

*:;t生会凸，f1助会員 l名を含む

本年度分**(936名)

料学生会員4名含む

t'!IJ)J会資(過年度分を含む)

「応JFI心理士」関係

務資料

認定料

機関誌売り上げ

(定Jtrl購読 ・パックナンバー)

総収入(クロスロ ード広告料，

利子)

前年度繰越金

来日本大22災助成活動のため

の募金

特)]1)企翻積立金取崩

iEhS h 
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日本応用心理学会 2011年度決算書

(20 1 1 年 4 月 l 日 ~2012 年 3 月 3 1 ":1) 

入 支

決}，r~1'i 予算額 耳司 日

5，955，000 6，210，000 第 78回大会布lilJ)J'e'l
348，000 600，000 字山宏A 以."'. 

心理学諸学会迎合会民

5，607，000 5，610，000 シンポジウム ・51防ilf-'l謝金
研修会講師謝金

30，000 30，000 国際交洗f:'l

英文特集号関係諸政

190，000 400，000 「応用心理士J関係経質

40，000 100，000 

150，000 300，000 委員会活動f~

機関誌編集委員会

企闘委員会

広報委員会

国際交nii委員会

465，560 300，000 若手研究者支援委員会

学会1'1:選考委員会
倫理委員会

228，971 50，000 

印刷費

機関誌

1，184，578 1，184，578 広報関係

その他

75，000 

ìì'!H言J~

機関誌郵送資

500，000 500，000 広報|話|係郵送f'.i
その他

常任理事交通貨

事務局運営出

事務局委託政

英文特集号制立金

選挙関連政Ji'1
特別企画積立金

東日本大筏災助成金

予備資 (名 i(~未払い分)

次年度線越金

8，629，109 8，674，578 ぷtコ，_ 言|

社1

決算傾 予算術

700，000 700，000 。 。
60，000 60，000 

84，965 200，000 

60，000 60，000 。 100，000 。 。
28，040 50，000 

539，622 950，000 

115，160 300，000 

245，359 300，000 

85，749 150，000 

70，080 50，000 。 50，000 

26，274 。
2，204，680 2，500，000 

1，141，353 1，500，000 

900，000 900，000 

163，327 100，000 

611，273 550，000 

164，095 150，000 

247，408 250，000 

199，770 150，000 

896，660 900，000 

200，795 200，000 

i24，291 800，000 

500，000 500，000 

548，378 500，000 。 。
350，000 

97，332 604，578 

1，023，073 

8，629，109 8，674，578 

*HP製作氏 (58，932円)，学会企画書籍賀 (38，400円)

《別途会計》

l 名簿作成積立金

2010年度繰越金

20日年度取崩(消算)

3，000，000 

-500，000 

2，500，000 

2 若手育成基金

2010年度繰i包金 1，733，506 

第 78回大会より寄付金 535刈6

2011年度支援金 一113，000

2，155，992 

以上の通り相違ありません。

平成 24年 9月 13日

平成 24年 9月 14日

3. 9!f文特集号作成約立金

2011年度創立金

監事

1古事

500，000 

500，000 

高精良博 ⑪

手 応茂樹@



事務局だより

日本応用心理学会 2012年度予算案
(2012年 4月 1EI ~201 3 年 3 月 3 1 日)

項 目

会資

過年度分

本年度分

鑓助会費

「応m心理ゴ二J1Ji!1係

務査料

認定料

その他

機関誌売り lニげ
雑収入

前年度繰越金

東日本大震災募金鉱l

特別企画積立金取崩金

英文特集号作成積立金取

崩金

言|

《別途会青1))

l 特別企画積立金

2011年度繰越金

2012 i1e度取崩金

2 若手育成基金

11'Z 入

予算額

6，060，000 

480，000 

5，580，000 

30，000 

600，000 

150，000 

450，000 。

450，000 

100，000 

1，023，073 

。
1，000，000 

9，263，073 

2，500，000 

0 

2，500，000 

2010年度繰越金 2，155，992 

2011年度支援金 一114，000

2，041，992 

80名

930名

前年度決算綴

5，955，000 

348，000 

5，607，000 

30，000 

190，000 

40，000 

150，000 。

465，560 

228，971 

1，184，578 

75，000 

500，000 

8，629，109 

支

項 EI 

第 79回大会filil!的資
学会fi
心理学諸学会連合会資

シンポジウム ・dj"id電波謝金

研修会議師謝金

~文特集号関係諸質

1 1;，'; J 1'1心理士」 関係経質

委員会活動資

機関誌編集委員会

企画委員会

広報委員会

「応用心理!:U認定審査委員会

国際交流委員会

若手研究者支援委員会

学会1'1選考委員会

学会活性化委員会

倫理委員会

印刷貨

機関誌

広報関係

その他

通信t'i
機関誌郵送費

広報関係郵送資

その他

常任理事交通費

事務局運営政

事務局委託政

英文特集号積立金

選挙|葉IJill賀刑

特別企図綴立金

機関誌電子投稿システム資

東日本大震災助成金

予備費

次年度繰越金

言|

3. ~文特集号作成積立金

2011年度繰越金

2012年度積立金

2011年度取崩金

/1¥ 

予算縦

700，000 

60，000 

60，000 

200，000 

60，000 

1，000，000 

950，000 

200，000 

200，000 

100，000 

150，000 

100，000 

50，000 

50，000 

50，000 

50，000 

2，650，000 

2，000，000 

450，000 

200，000 

630，000 

300，000 

130，000 

200，000 

900，000 

200，000 

700，000 

500，000 

。
200，000 

453，073 

9，263，073 

500，000 

500，000 

一1，000，000。

( 179 ) 

前年度決算頒

700，000 。
60，000 

84，965 

60，000 。
28，040 

539，622 

115，160 

245，359 

82，749 

70，080 

。
26，274 。
。

2，204，680 

1，141，353 

900，000 

163，327 

611，273 

164，095 

247，408 

199，770 

896，660 

200，795 

724，291 

500，000 

548，378 。
350，000 

97，332 

1，023，073 

8，629，109 
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日本応用心理学会第 78回大会決算報告書

収入 支出

摘要 金額 摘要 金額

大会参加賀 単価 人数 学会事務委託't~ 1，699，880 

(内訳) 正会員 予約 5，000 158 790，000 (F"J訳)業務委託費

正会員 当日 6，000 36 216，000 システム関連資

院生 予約 2，000 42 84，000 大会論文集印刷費

院生 当日 3，000 6 18，000 大会プログラム印刷貨

非会員 予約 6，000 24 144，000 

非会員 当日 7，000 27 189，000 講師謝礼 190，000 

~ I'会員(学生) 予約 3，000 2 6，000 学生協力謝礼 532，000 

非会員(学生) 当日 3，500 9 31，500 大会事務局事務員謝礼 280，000 

発表質 大会委員会迎営費 232，800 

(内訳) 正会員・名誉 5，000 137 685，000 理事会~ 168，000 

院生 3，000 24 72，000 懇親会費 510，500 

非会員 10，000 25 250，000 総会主i(弁当代) 194，250 

非会員学生 8，000 8，000 昼食代 (2日目) 50，000 

自主ワークショップ ノ f ネ Jレ リー ス~'i. 128，000 

(内訳) 正会員 5，000 7 35，000 ii1i粍品質 100，029 

院生 3，000 2 6，000 大会当日移励賞 1，780 

論文集代 郵送料 ・手数料 3，275 

(内訳) 予約 5，000 26 130，000 寄付 (学会 ・若手研究者支援) 535，486 

当日 6，000 22 132，000 

懇親会J'i.
(内訳) 正会員(予約) 7，000 51 357，000 

正会員(当日) 8，000 22 176，000 

院生(予約) 3，000 12 36，000 

院生 (当日) 4，000 14 56，000 

同伴者 5，000 4 20，000 

研修会資

(内訳) 正会員(予約) 500 33 16，500 

正会員(当日) 1，000 4 4，000 

非会員 1，500 。 。
弁当代 (2日目 :個人購入分) 1，000 6 6，000 

広告資 180，000 

若手研究者支援 3，000 10 30，000 

ネi!iJl}JI"-l
優秀大会発表1.':i: 24，000 

懇親会補助資

大会中iliJl}J'l".i 700，000 

理事懇親会補助 100，000 

寄付 124，000 

合計 4，626，000 合計 4，626，000 

以上の迎り相違ありません。 平成 24年 11月 1EI 11t査 内)1産管制f⑪


